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新成人の集いを支えてくださった創造集団『Do』の皆さん 
ドゥー 

か
せ
く
り
③
 

『Do』の皆さん、ありがとうございました 高校生メンバーの道家さん・荒木さん・金森さん・竹嶋さん（写真左から） 

　１月１０日、新成人の集いが中央公民館で盛大
に行われました。会場には、新成人の晴れやかな
姿や弾けるような笑顔がホール一杯に広がりまし
た。その式典を裏方として支えてくださっていた
のが１９人の創造集団『Do』の皆さんです。 
　『Do』は昭和５８年社会教育視聴覚協議会と
して発足し、平成６年に『Do』と改称されました。 
　「音響や照明の費用の問題で隔年しか開けな
い発表会も、手助けをすれば、毎年開けるように
なるかもしれない」そんなボランティア精神が活動
をはじめた動機だそうです。 

　『Do』主宰の河合秀三さんには、常 「々若い団
員を募りたい」という思いがあり、今の団員の中に
は４人の高校生がいます。その高校生に「なぜ『Do』
に入ったの？」と尋ねたところ「仕事がおもしろい
から。」「役に立っていることが実感できるから。」
という、頼もしい答えが返ってきました。 
　新成人の集いのほかにも『Do』の皆さんに支
えられている町内のイベントは数多くあります。 
　温かいボランティアの心が文化豊かな笠松町
をつくっています。 
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